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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

第３四半期連結
累計期間

第56期
第３四半期連結
会計期間

第55期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 51,782,31917,980,45161,911,510

経常利益（千円） 3,834,253853,7145,343,395

四半期（当期）純利益（千円） 2,026,575292,7072,991,113

純資産額（千円） － 24,020,89024,776,569

総資産額（千円） － 65,582,10262,227,574

１株当たり純資産額（円） － 2,363.752,759.91

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 243.26 36.53 410.95

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 28.9 32.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
6,192,653 － 9,997,398

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△10,419,232 － △11,288,025

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
4,189,215 － 2,023,263

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 1,791,7942,148,024

従業員数（人） － 2,461 2,282

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　４．平成20年７月１日付で、株式１株につき1.2株の株式分割を行っております。

 

EDINET提出書類

菊池プレス工業株式会社(E02228)

四半期報告書

 2/28



２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 2,461 (1,146)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、期間社員を含む。）は、

（　）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 782 (216)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、期間社員を含む。）は、（　）内に当第３四半期会計期間の平均人

員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日　
至　平成20年12月31日）

自動車部品関連事業（千円） 17,428,338

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第３四半期連結会計期間の受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

自動車部品関連事業 13,202,204 13,839,779

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日　
至　平成20年12月31日）

自動車部品関連事業（千円） 17,980,451

　（注）１．第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、

次のとおりであります。

相手先

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金額（千円） 割合（％）

本田技研工業㈱ 4,761,002 26.5

広州本田汽車有限公司 3,305,983 18.4

㈱ホンダトレーディング 2,483,207 13.8

東風汽車有限公司 2,201,983 12.2

ホンダオートモーベイス・ド・ブラジル・リミターダ 1,975,836 11.0

合計 14,728,015 81.9

２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（1）業績の状況

当第３四半期連結会計期間（３ヶ月）における国内外の経済情勢は、米国のサブプライムローン問題に端を発

した世界的な金融危機により企業の収益が大幅に悪化し、設備投資や輸出の減少を招く等、景気の悪化は更に深

刻な状況となってまいりました。

自動車業界におきましては、国内では新車販売が低迷し、下期に入り海外輸出が減少に転じたことから国内生

産は急速に落ち込みました。海外におきましても、欧米での販売が大幅に減少し、また、アジアや中南米での販売

も鈍化し、世界の自動車販売市場の縮小が急速に進みました。

このような状況のもと当社グループは、新型車に係る受注部品の量産立ち上げに注力するとともに、金型の開

発及び製作領域の拡大、国内外の生産体質の改革を図ってまいりました。

当第３四半期連結会計期間の業績につきましては、車体部品の売上が中国を中心に増加し、売上高は17,980百

万円となりましたが、国内における原材料の高騰等により、営業利益は987百万円、経常利益は853百万円、四半期

純利益は292百万円となりました。

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

国内におきましては、車体部品の売上が横ばいで推移したこと等により、売上高は10,069百万円となりまし

たが、材料価格の上昇や減価償却費の増加等に伴うコスト増により、営業利益356百万円となりました。

②北米

北米におきましては、車体部品の生産はほぼ横ばいで推移いたしましたが、為替換算により売上高は1,485百

万円となりました。営業利益については収益体質の改善が進み76百万円となりました。

③アジア

アジアにおきましては、中国における車体部品の生産が増産傾向で推移し、売上高は6,284百万円、営業利益

は523百万円となりました。

④中南米

中南米におきましては、ブラジルにおける車体部品の生産が概ね横ばいで推移し、売上高2,036百万円となり、

営業利益60百万円となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前四半期純利

益が861百万円で営業活動によるキャッシュ・フローが194百万円となり、有形固定資産等の取得による支出等に

より投資活動によるキャッシュ・フローは△4,343百万円、長期借入れによる収入、短期借入金の純増額等により

財務活動によるキャッシュ・フローは3,270百万円となりました。その結果、前四半期連結会計期間における現金

及び現金同等物に比べ1,074百万円減少し、当四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は1,791

百万円となりました。

当四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は194百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が861百万円、

有形固定資産等の減価償却費1,781百万円、売上債権の増加額△1,309百万円、法人税等の支払額△597百万円など

によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は4,343百万円となりました。これは主に、国内及び海外における生産能力増強並

びに新規車種生産設備の取得等有形固定資産の取得による支出△4,101百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果調達した資金は3,270百万円となりました。これは主に、短期借入金の純増額2,201百万円、長期

借入れによる収入2,507百万円、長期借入金の返済による支出△978百万円などによるものであります。
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（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社及び当社グループを取巻く経営環境は、昨年９月以来の金融危機及

びそれに伴う実体経済の急激な悪化を受け、全世界で自動車販売は急激に落ち込み、極めて厳しい状況となって

おります。国内では、第４四半期において主要得意先の大幅な生産台数計画の引下げにより、車体部品の受注が大

幅に減少することが見込まれ、また、海外では、中国、ブラジルにおける売上及び利益は概ね計画どおりに推移す

るものの、北米における需要減により持分法適用関連会社の収益が悪化することが予想されております。

当社グループは、金型の開発及び製作領域の拡大、国内外の生産体質の改革に引き続き取り組むほか、新型車に

係る部品受注の確保に努めるとともに、原価低減活動、合理化、経費削減等を推進し、財務体質及び収益基盤の強

化を図ってまいります。

（4）研究開発活動

当第３四半期連結会計期間における研究開発費の総額は、103百万円であります。

なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 31,440,000

計 31,440,000

（注）当社は、平成20年７月１日付で株式１株につき1.2株の株式分割を行いました。

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成21年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,737,200 8,737,200ジャスダック証券取引所 １単元（100株）

計 8,737,200 8,737,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）
 

 平成20年10月１日～

平成20年12月31日 
－ 　8,737,200 － 　1,531,708 － 　1,620,525

 

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　　723,300 － 　１単元（100株）

完全議決権株式（その他）（注）１. 　普通株式　8,000,600 80,006 同上

単元未満株式（注）２. 　普通株式　 　13,300 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 8,737,200 － －

総株主の議決権 － 80,006 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義の株式が7,400株含まれておりま

す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数74個が含まれております。

　２．「単元未満株式数」欄には、当社所有の自己株式が22株含まれております。

  ３．平成20年７月１日付で株式１株を1.2株とする株式分割を行っております。

②【自己株式等】

 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

菊池プレス工業㈱
東京都羽村市神明台四丁

目８番地41
723,300 － 723,300 8.28

計 － 723,300 － 723,300 8.28

　（注）　自己名義所有株式数は、第１四半期会計期間末現在の株式数2,400株に、平成20年７月１日付で１株を1.2株とす

る株式分割を行ったことによる増加分480株及び平成20年７月31日で特定の株主から自己株式を取得したことに

よる増加分720,000株等を加算しております。

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 1,920 2,000
2,100

□1,670
1,631 1,490 1,220 1,025 860 754

最低（円） 1,680 1,880
1,870

□1,577
1,415 1,200 970 687 650 646

　（注）１．最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

２．□印は、株式分割（平成20年７月１日、１株→1.2株）による権利落後の最高・最低株価を示しております。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,529,644 2,704,824

受取手形及び売掛金 8,588,908 7,141,302

有償支給未収入金 285,647 357,924

製品 503,228 254,455

原材料 789,881 836,768

仕掛品 4,025,167 3,866,798

繰延税金資産 423,780 580,985

その他 1,437,773 1,109,479

流動資産合計 18,584,030 16,852,539

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 8,988,463

※1
 9,398,288

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 10,884,129

※1
 9,799,163

工具、器具及び備品（純額） ※1
 4,228,672

※1
 3,610,601

土地 ※2
 7,300,273

※2
 7,296,214

建設仮勘定 7,627,852 6,814,286

有形固定資産合計 39,029,391 36,918,554

無形固定資産 ※3
 518,528

※3
 532,456

投資その他の資産

投資有価証券 6,005,798 7,099,940

その他 ※4
 1,444,352

※4
 824,083

投資その他の資産合計 7,450,151 7,924,024

固定資産合計 46,998,071 45,375,035

資産合計 65,582,102 62,227,574

負債の部

流動負債

買掛金 6,097,666 6,177,494

短期借入金 12,049,080 8,802,693

1年内返済予定の長期借入金 3,775,268 3,264,376

未払法人税等 275,022 590,952

賞与引当金 489,466 598,592

役員賞与引当金 24,375 36,500

その他 4,229,397 5,348,170

流動負債合計 26,940,277 24,818,779

固定負債

長期借入金 12,623,584 10,481,129

長期未払金 634,986 746,220

退職給付引当金 720,957 700,687

役員退職慰労引当金 364,128 371,754

その他 277,278 332,433

固定負債合計 14,620,935 12,632,225

負債合計 41,561,212 37,451,005

EDINET提出書類

菊池プレス工業株式会社(E02228)

四半期報告書

12/28



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,531,708 1,531,708

資本剰余金 1,620,525 1,620,525

利益剰余金 17,879,889 15,982,412

自己株式 △1,059,622 △2,527

株主資本合計 19,972,500 19,132,117

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 577,816 1,134,308

為替換算調整勘定 △1,608,210 △178,149

評価・換算差額等合計 △1,030,393 956,159

少数株主持分 5,078,783 4,688,292

純資産合計 24,020,890 24,776,569

負債純資産合計 65,582,102 62,227,574
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 51,782,319

売上原価 44,391,546

売上総利益 7,390,773

販売費及び一般管理費 ※
 3,503,860

営業利益 3,886,912

営業外収益

受取利息 66,169

受取配当金 66,716

持分法による投資利益 261,831

その他 138,444

営業外収益合計 533,161

営業外費用

支払利息 480,552

為替差損 55,255

その他 50,012

営業外費用合計 585,820

経常利益 3,834,253

特別利益

固定資産売却益 8,334

持分変動利益 10,406

特別利益合計 18,740

特別損失

固定資産売却損 1,025

固定資産除却損 38,274

その他 30

特別損失合計 39,329

税金等調整前四半期純利益 3,813,664

法人税、住民税及び事業税 1,018,400

法人税等調整額 93,988

法人税等合計 1,112,388

少数株主利益 674,700

四半期純利益 2,026,575

EDINET提出書類

菊池プレス工業株式会社(E02228)

四半期報告書

14/28



【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 17,980,451

売上原価 15,824,489

売上総利益 2,155,961

販売費及び一般管理費 ※
 1,168,599

営業利益 987,362

営業外収益

受取利息 25,705

受取配当金 21,885

持分法による投資利益 1,539

その他 48,430

営業外収益合計 97,560

営業外費用

支払利息 169,921

その他 61,286

営業外費用合計 231,208

経常利益 853,714

特別利益

持分変動利益 10,406

固定資産売却益 4,560

特別利益合計 14,966

特別損失

固定資産除却損 6,234

その他 790

特別損失合計 7,024

税金等調整前四半期純利益 861,656

法人税、住民税及び事業税 225,900

法人税等調整額 131,687

法人税等合計 357,587

少数株主利益 211,360

四半期純利益 292,707
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,813,664

減価償却費 5,369,052

退職給付引当金の増減額（△は減少） 43,921

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △31,278

賞与引当金の増減額（△は減少） △87,982

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △12,125

受取利息及び受取配当金 △132,886

支払利息 480,552

持分法による投資損益（△は益） △261,831

持分法適用会社への未実現利益調整 6,496

固定資産売却損益（△は益） △7,309

固定資産除却損 38,274

売上債権の増減額（△は増加） △1,690,330

たな卸資産の増減額（△は増加） △638,876

仕入債務の増減額（△は減少） 213,855

未払消費税等の増減額（△は減少） 166,522

前受金の増減額（△は減少） 323,396

未払金の増減額（△は減少） 262,557

その他 △80,987

小計 7,774,686

利息及び配当金の受取額 141,748

利息の支払額 △470,935

法人税等の支払額 △1,327,029

国庫補助金等の受取額 74,183

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,192,653

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △737,850

定期預金の払戻による収入 555,570

有形固定資産の取得による支出 △11,005,850

有形固定資産の売却による収入 932,282

無形固定資産の取得による支出 △18,949

投資有価証券の取得による支出 △18,424

その他 △126,009

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,419,232
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,309,534

割賦債務及びファイナンス・リース債務の返済
による支出

△580,457

長期借入れによる収入 5,587,561

長期借入金の返済による支出 △2,819,489

少数株主からの持分取得による収入 106,953

自己株式の取得による支出 △1,057,094

配当金の支払額 △219,696

少数株主への配当金の支払額 △138,096

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,189,215

現金及び現金同等物に係る換算差額 △176,956

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △214,320

現金及び現金同等物の期首残高 2,148,024

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △141,910

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,791,794
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

（1）連結の範囲の変更　

第１四半期連結会計期間より、株式会社中村製作所は、当社が吸収合併したことに

より解散したため、また、キクチ・ユーエスエー・インコーポレーテッドは総資産及

び売上高並びに四半期純利益及び利益剰余金（持分に見合う額）等はいずれも四半

期連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないため、連結の範囲から除外しており

ます。

 （2）変更後の連結子会社の数

４社

２．持分法の適用に関する事

項の変更

（1）持分法適用非連結子会社の変更

キクチ・ユーエスエー・インコーポレーテッドは総資産及び売上高並びに四半期

純利益及び利益剰余金（持分に見合う額）等はいずれも四半期連結財務諸表に重要

な影響を及ぼしていないため、持分法の適用から除外しております。

 （2）変更後の持分法適用非連結子会社の数

０社

３．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による

原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関

する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴

い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基

づく簿価切下げの方法）により算定しております。

これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四

半期純利益に与える影響は軽微であります。

また、セグメント情報に与える影響も軽微であります。
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当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

 （2）「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適

用

第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用し、連結

決算上必要な修正を行っております。

これにより、四半期連結貸借対照表については、利益剰余金が142,579千円増加いた

しましたが、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益への影響は軽微であります。

また、セグメント情報に与える影響も軽微であります。
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当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

 （3）リース取引に関する会計基準の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会

計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30

日改正））が平成20年４月１日以降開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸

表から適用することができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間から

これらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。ま

た、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法につ

いては、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益に与える影響はありません。

また、セグメント情報に与える影響はありません。

なお、リース取引開始日が、リース会計基準等適用初年度開始前の所有権移転外

ファイナンス・リース取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じ

た会計処理によっております。
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当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

 （4）在外連結子会社の収益及び費用の換算方法の変更

在外連結子会社の収益及び費用は、従来、当該子会社の決算日の直物為替相場によ

り換算しておりましたが、第２四半期連結会計期間より、期中平均為替相場により換

算する方法に変更しております。この変更は、在外連結子会社の重要性が増してきた

ため、短期的な為替相場変動の影響を排除し期間損益をより適正に表示するために

行ったものであります。

これによる、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四

半期純利益に与える影響は軽微であります。

また、セグメント情報に与える影響も軽微であります。

 

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

たな卸資産の評価方法 　当四半期連結会計期間末におけるたな卸高の算出に関して、実地たな卸を省略し、第２

四半期連結会計期間末に係る実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算出してお

ります。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、39,671,471千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、36,666,788千円で

あります。

※２　有形固定資産に係る国庫補助金の受入れによる圧縮

記帳累計額は、土地について149,183千円であります。

※２　当連結会計年度において、国庫補助金の受入れによ

り、土地について75,000千円の圧縮記帳を行いました。

※３ のれん 8,180千円

 その他 510,348千円

※３ のれん 10,068千円

 その他 522,388千円

※４　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 ※４　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 △17,290千円

　５　保証債務 

　連結子会社以外の関係会社の金融機関からの借入に

対し、債務保証を行っております。

グローバルオートパーツアライアンスイン

ディアプライベートリミテッド
348,500千円

投資その他の資産 △17,260千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次のとおりであります。

荷造運搬費 682,762千円
役員報酬 179,569千円
給料手当 765,963千円
賞与引当金繰入額 88,050千円
役員賞与引当金繰入額 24,375千円
退職給付引当金繰入額 32,528千円
役員退職慰労引当金繰入額 19,937千円
旅費及び通信費 258,978千円

 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次のとおりであります。

荷造運搬費 233,054千円
役員報酬 55,873千円
給料手当 203,290千円
賞与引当金繰入額 88,050千円
役員賞与引当金繰入額 8,125千円
退職給付引当金繰入額 10,623千円
役員退職慰労引当金繰入額 6,889千円
旅費及び通信費 84,184千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

 （千円）

　現金及び預金勘定 2,529,644

　預金期間が３ヶ月を超える定期預金 △737,850

　現金及び現金同等物　 1,791,794

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　　8,737,200株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　　　　723,602株

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月20日

定時株主総会
普通株式 109,179 15平成20年３月31日平成20年６月23日利益剰余金

平成20年10月27日

取締役会
普通株式 120,208 15平成20年９月30日平成20年12月８日利益剰余金

５．株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成20年７月31日付で特定の株主から自己株式720,000株（価格総額1,056,240千円）を取得しまし

た。この結果、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が1,059,622千円となっております。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

当連結グループは、車体プレス部品、厚物精密プレス部品等の輸送用機器部品の製造・販売を主な事業として

いる専門メーカーでありますので、当該事業以外に開示基準に該当するセグメントがありません。このため事業

の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

 
日本
（千円）

北米地域
（千円）

アジア地域
（千円）

中南米地域
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売

上高
8,173,4851,485,4126,284,7612,036,79117,980,451－ 17,980,451

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,896,334 － － － 1,896,334(1,896,334)－

計 10,069,8191,485,4126,284,7612,036,79119,876,785(1,896,334)17,980,451

営業利益 356,15576,798523,55760,3731,016,884(29,521)987,362

当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

 
日本
（千円）

北米地域
（千円）

アジア地域
（千円）

中南米地域
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売

上高
26,111,7245,134,88614,837,0495,698,65951,782,319－ 51,782,319

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
3,635,773 － － － 3,635,773(3,635,773)－

計 29,747,4985,134,88614,837,0495,698,65955,418,093(3,635,773)51,782,319

営業利益 1,588,747599,6131,562,602313,6794,064,642(177,730)3,886,912

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。

(1）北米地域　　……　米国

(2）アジア地域　……　中国

(3）中南米地域　……　ブラジル
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

 北米地域 アジア地域 中南米地域 計

Ⅰ．海外売上高（千円） 2,052,264 5,862,459 2,942,242 10,856,966

Ⅱ．連結売上高（千円） － － － 17,980,451

Ⅲ．連結売上高に占める

海外売上高の割合

（％）

11.4 32.6 16.4 60.4

当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

 北米地域 アジア地域 中南米地域 計

Ⅰ．海外売上高（千円） 6,804,693 16,013,606 7,680,905 30,499,206

Ⅱ．連結売上高（千円） － － － 51,782,319

Ⅲ．連結売上高に占める

海外売上高の割合

（％）

13.1 30.9 14.9 58.9

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。

(1）北米地域 ……… 米国、カナダ

(2）アジア地域 ……… 中国、マレーシア、韓国、インド

(3）中南米地域 ……… ブラジル

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

 

（有価証券関係）

　有価証券の当第３四半期連結貸借対照表計上額その他の金額につきましては、前連結会計年度末と比較して著し

い変動はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の当第３四半期連結会計期間末の契約額等につきましては、前連結会計年度末と比較して著し

い変動はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 2,363.75円 １株当たり純資産額 2,759.91円

　（注）　当社は、平成20年７月１日付で１株につき1.2株の株式分割を行っております。当該株式分割が前期首に行われた

と仮定した場合における前連結会計年度末の１株当たり純資産額は2,299.92円となります。

２．１株当たり四半期純利益金額

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 243.26円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 36.53円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純利益（千円） 2,026,575 292,707

普通株主に帰属しない金額（千円）                       - -

普通株式に係る四半期純利益（千円） 2,026,575 292,707

期中平均株式数（株） 8,330,804 8,013,681

　２．当社は、平成20年７月１日付で株式１株につき1.2株の株式分割を行っております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　リース取引の当第３四半期連結会計期間末の契約額等につきましては、前連結会計年度末と比較して著しい変動

はありません。

 

２【その他】

平成20年10月27日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

(イ) 中間配当による配当金の総額              120,208千円

(ロ) １株当たりの金額                        15円

(ハ) 支払請求の効力発生日及び支払い開始日    平成20年12月８日

(注) 平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   平成21年２月10日

菊池プレス工業株式会社    

 取締役会　御中  

 監査法人トーマツ  

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鶴野　隆一　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 芳賀　保彦　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 東葭　　新　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている菊池プレス工業株式

会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、菊池プレス工業株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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